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序

過去において幾多の注目すべき成果を収めている島立三の宮遺跡の発掘調査 も今年

で 4回 日となりました。今回の調査は昭和58年以降行われてきたほ場整備事業にあた

っての緊急発掘調査で、埋蔵文化財保護の立場から記録保存をすることがその目的で

あります。

調査は松本地方事務所から松本市に委託され、市教育委員会職員を中心に地元考古

学者・地区の皆様の御協力を得て、平成元年11月 17日 から翌年の 1月 26日 にかけて行

われました。厳寒のなかで調査作業に携わった調査員・作業員の皆様の御苦労に心か

ら感謝いたします。

松本平では近年大型開発が進み、多くの遺跡が次々と失われていきます。そこでこ

れらの歴史的財産を記録に留めておくことは私達に課せられた責務であると考えてお

ります。本書が埋蔵文化財保護の機運を一層高める一つの契機となれば幸いです。

最後にこの調査にあたり多大な御理解 と御協力をいただきました島立土地改良区を

はじめ、島立公民館(地元の皆様に厚 く御礼申し上げ序といたします。

平成 2年 3月

松本市教育委員会教育長 松 村 好 雄



例  言

1、 本書は、昭和63年 11月 14日 から平成元年 1月 26日 にわたり実施された、松本市島

立三の宮に所在する、三の宮遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2、 本調査は、松本市が長野県松本地方事務所より委託をうけ、松本市教育委員会が

調査を行なったものである。

3、 現場作業は、高桑俊雄と松沢利幸が担当した。

4、 本書の執筆は下記の通 りであり、下記以外のものについては高桑が行なった。

第 1章 事務局
第 2章 第 1節    大田守夫

第 3章 第 3節   1、 神沢昌二郎
第 4章      1、 倉科明正

5、 本書作成に関する作業分担は次の通 りである。

編集作業 :滝沢智恵子

遺構図作成 :今村嘉子、丸山恵子、百瀬二三子、米山明子

遺構図整理、 トレース :神沢ひとみ、上條尚美
遺物復元、実測、 トレース :神沢昌二郎、金井ひろみ
一覧表作成 :川窪命子

写真撮影 :宮鳴洋一 (遺物)、 高桑 (遺構 )

6、 本書作成に当たり、次の方々より御協力頂いた。

普明勇次、浅野成美、島立土地改良区

鉄器に関しては、長野県埋蔵文化財センター調査研究員、宇賀神誠司氏の手を煩

わせた。又、第 4章、 2に関わる伝承等に関しては、地元、島立公民館長、丸山光

清氏より御教示頂いた。記して感謝申し上げる。

7、 本調査に関する出土遺物及び図類等は、松本市教育委員会が保管している。
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第 1章 調査経過
第 1節 文書記録

昭和62年 9月 7日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、松本地方事務所、

松本市教育委員会。

12月 21日  昭和63年度補助事業計画書提出。

昭和63年 4月 7日  昭和63年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金内定。

4月 27日  昭和63年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

5月 31日  昭和63年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

6月 1日 昭和63年度県営ほ場整備事業島立地区三の宮遺跡埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約を結ぶ。

6月 14日  昭和63年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

7月 31日  昭和63年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

8月 25日  昭和63年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。

9月 12日  昭和64年度埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会、松本地

方事務所、松本市教育委員会。

11月 17日 三の宮遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知提出。

12月 22日  昭和64年度補助事業計画書提出。

平成元年 2月 22日  三の宮遺跡埋蔵文化財拾得届及び同保管証提出。

3月 20日  三の宮遺跡埋蔵物の文化財認定通知。

4月 3日  平成元年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金内定。

4月 3日  平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

5月 24日  平成元年度国宝 0重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。

7月 15日 平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。

7月 18日 平成元年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。

9月 11日  平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。

第 2節 調査体制
調査団長   中島俊彦 (教育長)

調査担当者  神沢昌二郎 (市立考古博物館長)

現場担当者  松沢利幸、高桑俊雄 (社会教育課)

調査員    太田守夫 (地質)、 西沢寿晃 (骨類)、 森 義直 (自然遺物 )

協力者    浅野房子、浅野八重子、五十嵐周子、石合佐千子、今村嘉子、海野澄子、大久保棟子、小沢 泉、小

沢静子、金井ひろみ、上条尚美、神沢ひとみ、北野よ志子、粂井まさ、小林清志、小松正子、高瀬小

起子、田口吉重、田多井うめ子、田多井 亘、武井 緑、塚田つた江、塚田文子、綱島正道、遠山

明、直井由加理、永沢周子、中島三寿子、萩野幸枝、波多野 天、原沢一二三、松尾明恵、松本かつ

代、松森幸子、丸山恵子、南山久子、望月佳代子、百瀬一子、百瀬きゑ、百瀬千恵子、百瀬峰代、百

瀬二三子、百瀬良子、百瀬康子、山口順子(山 田博子、山本みね、六川由美子、横林香代子、米山明

子、五十嵐千恵
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第 3節 調査日誌

昭和63年 11月 14日  働 曇 午後より重機による表土争Jぎ開始。市教育委員会 :高桑、松沢 (以下

市教委は同様。松沢は11月 25日 迄 )

11月 15日  ω 晴 重機による作業継続。作業員 :田 多井亘 (以下員数のみ記載 )

11月 16日  因 曇後雨 重機による作業継続。ブル ドーザー投入。テント、発掘用資材搬入。普明

氏宅への進入路を除去する。作業員 :1名

11月 17日  l■l 曇 重機による表土争Jぎ午前中で終了。テント設営。発掘用機材搬入。第 1検出面

検出作業開始。作業員 :17名

11月 18日  0 曇 昨夜の雪のため作業中止。

11月 21日  帽)晴 礎石検出作業。第 1、 2号礎石 (以下○礎石 と記載)を 写真撮影。第 1号土坑

(以下○土坑 と記載)を半分割作業。作業員 三15名

11月 22日  ω 晴 検出作業継続  トランシット測量。平面測量開始する。第 1、 2号建物址 (以

下○建 と記載)を半分割作業。第 1号竪穴状遺構 (以下○竪 と記載)に トレン

チを入れる。作業員 :20名

11月 24日  l■l 曇 昨夜の雨のため作業中止

11月 25日  ⑥ 雪 1建、 1竪土層図作成。遺構分布図を作成。作業員 :6名

11月 28日 0 晴後曇  1、 2建完掘、 1礎石 も含め写真撮影。重機にて盛土を用地北側へ押し出

す。作業員 :18名

11月 29日  ω 晴 重機により用地南半部より第 2検出面まで削平開始。 2礎石土層図作成。作業

員 :19名

11月 30日  17Kl 晴 1礎石の中央部 5cm程下げる。2礎石土層図作成完了。 1集石は石を取 り上げ

て終了。 1竪は掘 り下げ継続。重機による削平継続。作業員 :21名  見学者 :

島立公民館長丸山光輝氏

12月 1日  囚 晴 重機で削平継続。 1礎石の周囲及び中央部を更に 3～ 5 cm下げる。第 1号柵列

址 (以下○柵列 と記載)を 半割。 1礎石写真撮影。 1竪掘 り下げ継続。 2土坑

土層図作成。東南部より検出作業。作業員 三15名

12月 2日 0 晴 1礎石の周囲削平継続。 2柵列検出。 1竪の石流入状況の図作成。作業員 :16

12月 6日 ω 晴 1竪平面測量開始。 1礎石の中央断面観察、図面作成。北部の検出作業。作業

員 :17名

12月 7日  的 晴 3土杭、第 1～ 3号溝址 (以下○溝と記載)の土層図作成。 2柵列の半割。 1
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竪写真撮影。作業員 :17名

12月 8日 困 晴 重機で第 2検出面まで削平終了。 4礎石を検出、写真撮影。 4、 5、 8溝土層

図作成。作業員 :16名

12月 9日 0 曇 トランシットによる測量。作業員 :2名

12月 12日  帽)晴  4礎石測量。 2柵列土層図作成。作業員 三3名

12月 13日  ω 晴後雲 4礎石、 2柵列平面図作成。重機により南部から第 3検出面まで削平開始。

作業員 :3名

12月 14日  的 曇 4礎石測量。 1竪が西に広がり、石が多い。検出作業開始。作業員 :8名

12月 15日  肉 曇 重機による削平継続。検出作業続行。 4礎石、 2柵列写真撮影。作業員 :8名

12月 16日  0 曇 重機による作業継続。検出作業継続。ピット半割作業。作業員 :14名

12月 19日  帽)曇  4～ 14土坑半割作業。 7溝土層図作成。作業員 三14名。見学者 :丸山光輝氏

12月 20日  関 晴 平面測量。 4～ 14土坑土層図作成。土坑、ピット完掘。作業員 :15名

12月 21日  困 晴 土坑写真撮影、平面図作成。第 4検出面まで重機による削平を開始する。作業

員 三14名

12月 22日  l■l 晴 重機による削平継続。検出作業開始。井戸掘り下げ開始。作業員 三15名

12月 23日  0 晴 重機による削平終了。検出作業終了。井戸掘り下げ継続。作業員 :16名

12月 26日  帽)晴 大変な寒さ。 トランシットによる測量。15～ 31土坑半割作業t土層図作成。作

業員 三11名

12月 27日  ω 晴 トランシットによる測量継続。土坑半割作業、土層図作成。作業員 :11名

12月 28日  因 雪 朝雪かき作業。土坑を全掘、写真撮影。平面測量作業を開始。作業員 三11名

1月 6日 ⑥ 曇 写真撮影。作業員 三3名

1月 7日  0 曇 早朝天皇御崩御、午後 2時元号「平成」と決定。

1月 9日 鯛)小雨 土坑、ピット掘り下げ作業。作業員 三10名

1月 10日  ω 晴 暖かい一日 年末にプレハブ撤去、今日再びプレハブ設営。 9、 10、 11溝土層

図作成b井戸掘り下げ再開。土坑掘り下げ。作業員 :11名

1月 11日  因 曇 ピット残部掘り下げ。井戸掘り下げ継続。平面測量。作業員 :12名  見学者 :

長野県埋蔵文化財センター調査研究員百瀬新治氏、他 3名。北栗中島要氏

1月 12日  lbl 曇 井戸、溝、土坑掘り下げ継続。土坑写真撮影。作業員 三12名

1月 13日  ⑥ 曇 測量は終日。井戸掘り下げ継続。数ヶ所を試掘する。作業員 :11名

1月 14日 “0 曇 井戸深い為重機にて北半分を大きく切り取る。一部発掘用資材の搬出。作業員 :

12名

1月 17日  ω 晴 井戸更に掘り進める。今日より遺物整理作業を開始する。現場終了後も継続す

る。作業員 三7名 見学者 :島立出張所長、他 2名
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1月 18日  因 曇 2集石、 3柵列平面図作成、写真撮影。作業員 :7名

1月 19日  閑 小雨 井戸掘 り下げ継続。作業員 三6名

1月 20日  0 雨 遺物整理作業。作業員 :4名

1月 21日  0 曇 井戸土層図、平面図作成。これで測量を終了する。写真撮影。作業員 :7名

1月 23日  鯛)雪 遺物整理作業。作業員 :3名

1月 24日  ω 曇 遺物整理作業。作業員 三3名

1月 25日  17kl 晴 遺物整理作業。作業員 :4名

1月 26日  囚 晴 標高測定。測量用具 と遺物の搬送をもって全てを終了する。作業員 :4名

現場終了後も遺物整理継続。報告書に向けて室内作業本格化する。

調査開始 第 2検出面

第 3検出面
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地形と地質

1 位置と地形

本調査地は松本市島立沙田神社の社域の北に隣接した地籍 (標高 590m)で、明治 4年廃仏棄釈に

より廃寺となった神宮寺跡に当たっている。一昨年、昨年度に報告された島立小学校・沙田神社周

辺の調査と同じ、梓川扇状地の沖積扇状地性堆積の最末端に当たり、堆積層も類似する。旧河床は

北栗集落からの方向 (N60～ 70° E)と 考えられ、 2～ 3層の礫層 (特に最下部砂礫層は厚い)の堆

積に共通′点が多い。しかし礫の堆積は扇状地性の乱流路や蛇行路であるうえ、地下 50 cmま では後の

:  用水路が加わり複雑となる。

調査地は廃寺となる明治 4年まで寺域であり、その後水田として利用されてきたところである。

このため地表から深さ 50 cmま では、新たに水田として後の造成である。東方の奈良井川によって切

られた段丘崖までの距離は 250mほ どである。

2 堆積層と礫

挿図 1は調査地の堆積層の地層断面である。前述のとおり地表から深さ 50 cmま では、後の水田造

成にかかわるもので上部は耕土、下部は鉄分の沈着土で一様である。60 cm以深は一応自然堆積とみ

るが、寺跡による堆積の変化も加わっている。乱流による堆積は数mの近くでも堆積層が違い、同時

異本目が見られる。

地層断面を旧河流の方向で見ると、挿図 1の (1)と 9)、 (3)と に)、 (5)と (6)・ (7)が同層、またはそれに

近い堆積と考えられる。

(1)と (2)は発掘地の南部で、(1)は西側、9)が中央で、東側は(1)と 同じである。東西はいずれも深さ

40 cmの表面に礫層が広がらている。9)と 同時異相か、別の最上層の礫層か判断が難しい。

(3)と に)は 3mほ どの距離に東西に並んだ断面で、同じ堆積層であるが、(4)は土層がやわらかいう

え、下部の黒色土が破壊されており、自然堆積と認められない礫が混じった土層であることから、

人為の加わった堆積層と見られる。

(5X6X7)は 中央部の西・中・東 (井戸)と 並んだ堆積層で、

“

)の付近では寺の建物の跡や径 40 cmぐ

らいの礎石がみられ、

")は

深井戸である。

深さ90 cmを越えるとはX3)と に)は同時異相と考えられ、けX3)は土層、

“

)は河床を表わした砂礫層で

ある。特に9)と (3)は距離が離れているが、この堆積層は沙田神社周辺の発掘地と共通するもので、

-9-



(4)中央北   (6)中 央井戸の北
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耕土 (水田 )

砂質粘土

灰色

斑鉄

黄褐色

鉄分
'ヽ

1着

褐色   40

砂・細し中れき

土でよごれて

耕土 (水 田)

砂質粘土

灰色

斑鉄

黄褐色

鉄分沈着

褐色

褐色土

砂・細・中れき

土ぜよごれて

耕土 (水田 )

砂質粘土

灰色

耕土 (水田 )

砂質粘土

灰色

斑鉄

黄褐色

鉄分沈着

褐色

砂質粘土

耕土 (水田 )

砂質粘土

灰色

斑鉄    40

れきを少 し

合む黄褐色土

鉄分沈着  50
褐色

砂質粘土

大れき0中 れき

をわずか含む

青味がかった

砂質粘土

れき混 り土

細。中れき

砂質粘土

粘土〉砂

耕土 (水田 )

砂質粘土

灰色

斑鉄

黄褐色

鉄分沈着

褐色

砂れき層

斑鉄

黄褐色

鉄分沈着

褐色

砂。細れき。土

れき〉砂〉土

ょごれている

糸田砂

灰色

砂〉れき

砂くれき・土

が互層

交錯

砂・細・中れき

土

黒色上

厚い

砂・細。中れき

土

土でよごれて

挿図 1 地層断面図

黒色土は下部層の二層に相当する。

“

)の礫混じり黒色土はけX3)の上の黒色土に当たり、地表面だっ

た時にも河流の性格をもっていたものと考えられ、
三回の堆積の更新が読める。

以上の堆積状況をみて、最も自然堆積と思われるも
のはけX3)で、け)は同時異相の礫堆積を続けて

いたものであろう。また(5X6)の下部層が見られな
いため速断はできないが、

“

)と 同様と考えれば二

層の砂礫層 (2m以下は別の層かもしれない一一とすれば三層)か ら、附近
の調査地と同様に三回の

堆積の更新が読める。さらに堆積状況が、砂礫の連続である
ことからみて旧河床と思われる。

砂礫層の礫の形・大きさは4× 6・ 5× 3cmを最大とする細中礫に属す
る円礫である。礫種は梓

川系統の砂岩・硬砂岩と砂岩・頁岩のホルンフェルスが多く、花
こう岩 |チャート・珪岩等が混じる。

3 地形の形成と遺跡

三層の砂礫層、二層の黒土層からは三回ほどの堆積の更新
が分か りヾ 複雑な堆積も見られたが、

この堆積環境は周辺遺跡と同じである。遺跡層は寺跡や井戸を除く
と地表から50～ 60 cmの ところ

と考えられる。
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第 2節 周辺遺跡

島立地区及び近隣の新村、和田、そして奈良井川、鎖川の河岸段丘上と周辺の遺跡、さらに近年

の発掘例を取り上げながら時期的に概観してみたい。

縄文時代は中期の遺構が奈良井川の段丘上、牛の川、神戸、 くまのかわ遺跡にみられ、島立地区
でも南栗、北栗遺跡発掘調査 (松本市文化財報告 NQ35)の際に遺物を得ている。ただし現地表下

1.5～ 3.5mと 驚くほど深く通常はほとんど縄文時代の遺物は目に触れない。

弥生時代になると山形村境に境窪遺跡、奈良井川左岸宮渕本村遺跡などが知られているが、いず

れもここからはかなり遠い。島立地区では堀川添いに中期の住居址の存在が明らかになった。

古墳時代では、新村に安塚古墳群、秋葉原古墳群の終末期の古墳群がある。三の宮遺跡の調査で

も弥生時代終末～古墳時代初頭の住居址を調査、又、昨年小学校旧グランド内にて古墳時代前期の

遺物も得ている。又、未報告であるが、島立小学校南東部に古墳時代中期からの住居址を検出して

おり、今まで空白だった時期を埋める新たな資料として注目に値する。

奈良時代から平安時代にかけては奈良井川添いで下神、町神、下三子、中二子、 くまのかわ、神

戸や島内遺跡群などを上げることができる。

中二子遺跡は昭和 60年に働長野県埋蔵文化財センタ下が調査、奈良時代を中心とする28軒の竪

穴住居址、21棟の掘立柱建物址が発見されている。 くまのかわ遺跡 (上二子遺跡)は昭和 56年に松

本市教委、昭和 60年に佃わ長野県埋蔵文化財センタニの調査で、計 9軒の竪穴住居址が発見された。

神戸遺跡は、昭和 55年に松本市教委、昭和 60年に働長野県埋蔵文化財センターが調査、平安時代

の竪穴住居址 27軒、掘立柱建物址、中世の水田址などが発見された。

昭和 62～ 63年に調査された三間沢川左岸遺跡では、平安時代前期末頃を中心とした 270基の住居

址と溝等を調査し、出土遺物は銅印、銅銑、八稜鏡、帯金具と、多量の緑釉陶器などを得ており、

地方荘園の様相を見せ今後予定される調査を興味あるものとした。

島立地区では三の宮遺跡、北栗遺跡、南栗遺跡がそれぞれ西方に lkm以上の奥行きをもって絶え

間なく広がり巨大な遺跡群を形成している。松本市教育委員会による過去 5年間の調査で、この範

囲内から250棟に及ぶ竪穴住居址が発見され、昭和 60061年度に0長野県埋蔵文化財センターが行

った長野自動車道敷地内の調査では、実に 1,000棟 という驚くべき数の竪穴住居址が現れた。この

3遺跡の西奥の一帯は、かつて古代に遡る条里跡の可能性があると強く指摘されていたところ (島

立条里的遺構)であるが、それについて積極的に肯定できる材料は未だに得られず、むしろその範

囲内から断続的に古代以降の集落址が見出されている。

笹賀地区～島立地区にかけての奈良井川の段丘上にある遺跡は古代面の下に縄文時代の層がある。

このことは、鎖川や梓川と異なり奈良井川の流路が原始から安定していたことを物語ろう。
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第 3章

第 1節 調査の概要

調査地の大半は水田となっており、作土 (青灰色土)が約 20 cmあ る。これを除去すると、拳大の

礫を広 く敷いた所が現われ (1号礎石)こ れをまず第 1検出面とした。ここでは礎石、土坑が各 2、

掘立、柵列、竪穴状遺構、集石が各 1、 溝 3本などを検出した。

第 2検出面は、1号礎石の下部を 10～ 15 cm下げたところ 4号礎石が出現した為、このレベルで大

きく広げている。土色はマンガン分が沈澱を始めるが、灰色も部分的に残 り、マダラ状にも見えて

いる。ここでは礎石、柵列が各 2、 土坑 1、 溝 3本を検出した。又、南東にピット群が見えつつあ

ったが、明瞭に分からず、下部検出面に残した。なお北部は黄色土児を移入しているところ (埋立

部)があるが、その範囲も明瞭には分らない。

第 3検出面は、第 2検出面より更に 15 cm程下げたレベルである。土色はマンガン分沈澱により茶

褐色を呈している。ここでは礎石 1、 柵列 2、 土坑 10を数え、溝 6本、遺物を含むピット等を検出

している。又、第 2検出面同様、不明確な埋立部 と更に土及び砂を埋めた北埋立部が見えている。

第 4検出面は、第 3検出面より更に 15～ 20 cm下げたところである。土色は、第 3検出面と同様で

ある。柵列 3、 井戸 1、 土坑 20、 集石 1、 溝 3本、他に北部に多い小ピット等を新たに検出してい

る。

以上のように検出面を徐々に下げ調査を行なっているが、当地には沙田神社の別当寺としての「ネ申

宮寺」があったとされるが、その創建も廃絶も詳細には分っていない。調査地は、「寺跡」を中心に

。「宮ノ下」という小字名が見える地籍を選んでいる。前述の礎石などはこの寺の礎石である。寺はそ

の後明治時代に入り廃仏毀釈に遭い、明治 6年頃にはすでに博明学校という施設がここに建てられ

たようであるは1)。 また調査地西際には、住職が還俗して寺の院号を姓に変えた普明氏宅がある。

遺物は第 1検出面から第 4検出面まで一様に見られるが、竪穴状遺構から特に多く、土坑にも多

出するものがある。これらは廃棄用の場所と考えられる。遺物の種類は多く、陶器、磁器などの焼

き物に、灯明皿、皿、香炉、碗、花瓶などが多い。他には内耳鍋、土師質土器、そして須恵器も見

られる。また、角釘などの鉄器、寛永通宝などの銭、石臼などもあった。これらの遺物は、ごく一

部の古代のものを除くと、16～ 19世紀のものであり、この地点の開発は島立でも特に新しいもので

あることを示している。

註 1 浅野成美氏所蔵「島立村三ノ宮絵図」による。

調査
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第 4図 遺構配置図(1検 )
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第 2節 遺  構

1 礎石

第 1号礎石

第 1検出面中央西側に位置する。礎石は小児頭大から拳大迄の石の集まりから成るが、やや大き

めの石が等間隔で集まっているのも見える。周囲は黒色土が他より移入されてその中に石が込めら

れているようで、その土厚は 10～ 12 cmで あり東側列のC一 C′で特に目立つ。ここは鉄分の影響も

あり、赤褐色を呈するところもある。規模は東西 7。 5m、 南北 8。 3mの範囲に見られ、上面から見る

と西際に長さ 6.9m、 最大巾80 cmの 凹みがあるが、余りに浅い為か、断面では観察できない。なお

この 1号を調査中に上部を確認した平石は、 4号礎石の一部と共通する。

遺物として、本址中央部より銭が 1点、他に鉄製の毛抜き、陶器の皿、灯明皿等が周囲より出土

している。

第 2号礎石

1号の南に位置する。拳大以上の礫が 4ケ所に集合したものである。これらの周囲は最大 1.5× 1.

4mの範囲で土色が 1号同様に変化している。断面を見ても掘り方は分らず、ただ厚さ15 cm程 に礫

が込められているのが見えるのみである。石のレベルは 1号よりやや低い。

遺物は付近から茶臼が 1′点得られた。

第 3・ 4号礎石

4号は第 2検出面で全容をとらえている。 1号 より南側、東側が一廻り大きい。規模は東西 6間

10.7～ 10。 8m、 南北 6間、13.2mである。礎石は最大 50× 40 cmの平石で、自然石であるが、中央

の 1イ固 (× )は周囲を欠き角石としていた。平坦な平石は下部に根石を入れてあるが、拳大の根石

のみのものは、レベルから見て上部の平石を除去しているようである。礎石間隔は 1.8mを 中心とし

て、南側は 3.Omと なっている。なお、礎石を入れた掘り方を観察しても周囲の土層と全く変化が見

られない。この南東部にあるのが 3号である。やや大ぶりな 7個の石が、たたきじめられた 140× 125

cmの ピットの中に入っている。これ 1基では建物を想定することもできないが、4号に関係すると

も考え難い。遺物には 4号から須恵器甕を見ているが、混入遺物と考えた方が妥当である。

第 5号礎石

第 3検出面にて拳大の石がぎっしりと詰まった2個のピットを認めた。両者とも底には大きな平

石が埋められている。位置からすると、 4号のX・ Yの真下部に当たり、本址のピット間もX・ Y
と同様 3.6mであり、4号のXOYが沈まない為に石をこめたものか、あるいは、4号の素形となる

ものがここに存在していたものであろうか。ちなみに、XOYの礎石上部から本址のピット底面、
平石上部までは約 70 cmと いう深さを測る。

遺物 としては、鉄器 として釘が 3点、不明品が 1点 ある。

-18-



第 1号 礎石

I:灰 色土 (やや粘質 )
Ⅱ :砂質灰色土
Ⅲ :黒 色土塊混入砂質灰色土
Ⅳ :赤 褐色土
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第 2号礎石
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2 掘立・柵列・ ピット

掘立

1号は第 1検出面北寄 りに位置する。12個の柱穴より成る、総柱式の掘立である。平面形は長方

形を呈し、主軸方向はN-10°一Eを示す。規模は東西 2間、3.2m、 南北 3間、5.5mを測 り、柱間

寸法は桁行 1.5～ 1。 9m、 梁行 1.7～ 2.Omである。柱穴は円形ないし楕円形で、瓢箪形のものが 2個

ある。その規模は長径 67 cmか ら短径 37 cmま での範囲にあり、深さは 5～ 24 cmと 浅深の差が大き

いP19内には拳大の礫が約 20個上部に充損されていた。覆土は灰色土もしくは暗褐色土であり、特

に P8では、両者が互層となり、マダラ文様を見せていた。遺物は全 く出土せず、時期 も新 しいもの

と思うが、近世か、近代かも分 らない。

2号は第 1検出面中央にあり南には 2号礎石が隣接する。 4個の柱穴より成り、主軸方向はN―

85° 一Eを示す。規模は東西 1間、2.2m、 南北 1間、1。 5mを測る。柱穴は 18 cm× 21 cmと 小さい

もので、柱痕跡はなく遺物も得られなかった。なお隣接する2号礎石と比べると、覆土が暗灰色土

を呈した本址が、新しいものと推測する。

柵列

柵列としては、計 8棟を検出した。以下検出面ごとに見ていく。

第 1検出面では、 1号が北西に位置する。東側には 1号掘立があり、その長軸方向と平行した柵

列である。ピット内には拳大の石が入っている。

第 2検出面では、南北方向に 2号、東西方向に 3号がイ申びている。両者は接してL字形となる。

またこの内側には 4号礎石があり、 2、 3号はその東・北側の礎石列に平行している。この為柵列

2棟は共に存在した可能性もあるが、両者のピットの個々の大きさが少し異なる為、小ピットの 2

号は 5間、 3号は 3間 として別々に使用されたものとも考えられる。

第 3検出面では中央やや南寄りに、 2間の 4号、南東隅に 3間の 5号が位置する。

第 4検出面になると、中央東側に 3間の 6号、西側に 2間の 7号、 3間の 8号がある。

これら各柵列のピット規模は、 2050708号 がやや小形で、 106号が比較的大形である。

構成するピット数は 3イ固が 2棟、 4イ固が 5棟、 6イ固が 1棟を数えるが、 4イ固のピットから成る柵ダJ

のうちで、 1030608号 は、 2間が同じ距離を保ち、 1間分が遠くに位置する特徴をもってい

る。方向は、 3号を除き、N-7° ～13°一Eを指している。又これらの用途であるが、 203号は、

4号礎石に考えられる建物に対しての風よけ或いは垣根か、又他のものは共通する方向とピット配

置から一連の目的と思われるがそれは全く分らない。

遺物は、6号のP7よ り内耳鍋を出土する。又このP7と 横のP6か らは直径 5cm位の砕かれた礫が

多量に詰め込まれていた。又、これら柵列の所属する時期であるが、今のところすべて中世以降と

しか言いようがないι

一- 22 -一



ビット

ピットは第 1検出面から第 4検出面まで計 165個 を調査した。このうち 48個が掘立、柵列として

組まれている。検出面では第 3面の南東部に多く集まり、それらは地区外へも広がっていくようす

である。図示したピットはいずれも第 3検出面からのもので、骨を出土した 1号、焼土塊及び炭化

物を多く含む 203号である。これらは、ピットと分類した中では大形のものである。

出土遺物では、1号出土の骨は馬の左中足骨と断定され、南 4mの所の土坑 10号床面からも同様

骨が出土していた(註 1)。 1号からは他に土師質土器の皿片を得ている。遺物より見てもこれら大形

のピットは土坑と同様の使用、用途をもっていたと考えられる。又、時代については中世以降、近

代までを含んでいよう。

註 1 信州大学医学部第 2解剖学教室 西沢寿晃氏 御教示

第 1表 掘立一覧表

NQ
平面形

主軸方向
規  模
(m)

柱間寸法

(m)

柱穴規模 (cm)
柱穴平面形 柱穴備考 建物址所見

た主酉己り NQ 長径 短径 深 さ

長方形

総柱式

N-10° 一E 2間 × 3間

3.2× 5。 5

桁 1.5～ 1.9

梁 1.7～ 2.0

円形

(第 1検出面)
40 39 円形

不整円形

円形

55 楕円形 二段底

不整形 瓢箪形

57 47 楕円形

不整形 瓢筆形

不整長方形

円形

円形

円形 石充損

長方形

側柱式

N-85° 一W 1間 × 1間

1.5× 2.2

桁 1.5

梁 2.2

円形

(第 1検出面)
円形

円 形

円形
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第 2表 柵列一覧表

NQ 主軸方向
模

ｍ＞
規 柱間寸法

(m)

柱穴規模 (cm)
柱穴平面形 柱穴備考 備 考

長径 短径 深 さ

N・ 10°―E 3間

6.3

1.8～ 2.7 55 24 不整楕円形

(第 1検出面)

ピット内礫多い

55 円 形

53 22 楕 円 形

50 18 楕 円 形

N-7°―E 5間

10。 1

1.4～ 3.6 27 円 形

(第 2検出面)

3号 と併存か

不整楕円形

不 整 円 形

30 円 形

円 形

25 不整楕円形

N-81° 一W 3間

8.8

2.2～ 4.4 45 不 整 円 形

(第 2検出面)
円 形

楕 円 形

楕 円 形

N-12°―E 2間

4.3

2.1～ 2.2 円 形

(第 3検出面 )不 整 円 形

楕 円 形

N-7°一E β間

6.8

2.2～ 2.3 42 楕 円 形

(第 3検出面 )
円 形

楕 円 形

楕 円 形

N-8°―E 3間

7.2

1.8～ 3.5 楕 円 形

(第 4検出面)

P7よ り遺物

45 円 形 砕礫多量

円 形

25 楕 円 形

N-9.5° 一E 2間

4.6

2.4～ 2.2 25 楕 円 形

(第 4検出面)22 円 形

25 円 形

N-13°―E 3間

6.9

1.8～ 3.2 26 円 形

(第 4検出面 )
26 円 形

28 22 楕 円 形

楕 円 形
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第 2号掘立 私
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第 6号柵列
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3 竪穴状遺構

第 1号竪穴状遺構

第 1検出面北部に位置する。覆土は、炭化材、焼土、石等を多量に混じえたしまりのない土で、

その上部に褐色、黄褐色土が、これらを覆うようにして置かれていた。これらの炭化材は、西部と

東音Sを中心としてほぼ全体に見られる。焼土は塊状となり、ゴロゴロとして炭化材と共に散在。石

は小児頭大のものが鋭 く割れて、点々と集まりながらやはり全体に見られた。これらを除去すると

西側には両方から2本の溝が合流し、更に北東へ曲がり今の宮沢へ合流する。東佃1部分では、宮沢

へ向かってゆるやかな傾斜が出現した。このような状況からすると、北の斜面を利用し、建物の材

を燃やしその上部に土を置いて平坦にした事がうかがえ、遺構としては、まず溝があり、後にその

溝と斜面を利用した大きな廃棄址であるといえよう。

遺物は多く、総量の 3割程がこの場所から出土した。これらは炭化材、焼土塊の中からもあるい

は上に置かれた褐色土中からも得られているが、上記のような検出状況であり溝に伴うものでもな

く、一時的に一括投棄された遺物と考えた方が良い。これらの遺物には、やきものとして陶器の灯

明皿を中心に、香炉、皿、碗、広口甕、花瓶など、紅皿などの磁器があり、上部盛土中からはガラ

スのホヤも出土、他には、鉄製の角釘、銭などもある。これらは、18、 19世紀の遺物で、遺構は 19

世紀のものと考える。

4 土坑

土坑は 34基のうち、33基 を調査した。それらは第 3検出面 10基、第 4検出面 20基、他に第 10

第 2検出面で計 3基である。特徴的なものをいくつか拾ってみる。 1号は第 1検出面( 2溝際に位

置する。内部は鉄分の沈澱が目立ち、
′
覆土中からは銭 1″点の他、破壊した屋根瓦が多量に出土した。

6号は第 3検出面中央西側にある、12溝の上部である。床面までは浅いが遺物は多く、陶器類、軒

瓦などがある。10号からは馬の左中足骨を出土した。北にあるPlに も同様骨が 1′点あり、鑑定によ

ると同一馬のものという。15号は第 4検出面にある。位置的には、上記の 10号、Plに ごく近い。

自然堆積の様子を見せているが、陶器、皿、刀子、凹石が出揃っている。27号は第 4検出面中央東

側にある。灰色土の覆土中には拳大以上の石が多く、割れた石の他、鉄線なども日立ち、これらの

投棄場所か。なお、遺物には釘、煙管なども見られる。28号は平面形は涙滴形を呈する。礫を覆土

中に多く含み、遺物には、内耳鍋、染付碗などがある。30号は平面形は円形、断面は逆台形の端正

な遺構である。南北に流水していた 11溝上にあり、検出面には丸い木が残っていた。途中は腐って

いるが、床面まで通し、木の底にあたる部分は堅い。ここからは煙管 1′点を得ている。

これらの時期としては遺物より見てt古いもので 13028号 (15世紀)であり次に 15号 (16017

世紀)が古く、他には 1号が 18世紀、 6号が 19世紀という時代を与えることができそうである。
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第 3表 土坑一覧表

番号 平面形
規   模 (cm)

長軸方向 壼退 物 備 考 検出面
長径 ×短径 ×深さ

不 整 円 形 275× 235× ? N-15°―E やきもの、銭 瓦多出

楕 円 形 168× 125× 22 N-28° ―W

不整楕円形 195× 179× 18 N-10°―E

不整楕円形 115× 58× 9 N-88° ―E

不整楕円形 182× 132× 85 N-45°―E

円 形 203× 198× 18 N10°一E やきもの 12溝 より新

円 形 134× 119× 12 N-79.5° 一E

不整楕円形 112× 97× 19 N-26.5° 一E

楕 円 形 176× (134)× 29 N-6°―W 土 器 一部調査区外

不整長方形 ? (271)× 122× 25 N-76°一W 馬骨 〃    6溝 より新

方 形 113× 101× 48 N-89.5° 一W 小ピットあり

不 整 方 形 123× 120× 33 N ll°―E 土器 P♂也Pよ り1日

長 方 形 118× 59× 17 N-82° ―W

不整楕円形 213× 94× 20 N-78.5° 一W やきもの、鉄器、石器

楕 円 形 81× 61× 31 N-14°一W

不 整 円 形 129× 104× 38 N-10°―E

不整長方形 141× 115× 20 N-21°―E

方 形 112× 98× 20 N-89°一W

不整楕円形 213× 118× 27 N-21°―E

不整楕円形 137× 103× 11 N-61.5° ―W

22 長 方 形 98× 70× 50 N-85° 一W

楕 円 形 320× 138× 41 N-4°一W

不 整 形 258× 136× 30 N-6° E

楕 円 形 97× 57× 19 N-59°―W

長 方 形 140× 83× 46 N-2°―E

27 不整楕円形 358× 255× 89 N-25°―E 鉄 器 砕礫多量混入

不 整 形 378× 129× 28 N-15°―E やきもの 礫を含む

楕 円 形 166× 98× 11 N-79°―W

円 形 119× 115× 72 N-15°―E 鉄 器 11溝より新

不 整 方 形 303× 270× 16 N-78°一W 14溝 と新旧不明

楕 円 形 129× 73× 10 N-4°―W

不整楕円形 139× 101× 21 N-11°一W

楕 円 形 98× 70× 8 N-7.5°一W 9溝より新

楕 円 形 ? 一部調査区外 未掘

12は 欠番
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第 2号土坑

第 5号土坑
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第14号土坑

L

―延Ⅲ⊃
七

590.50m

炭化物混入暗褐色土

第10号土坑

土
土
色
色
灰
灰
澱
入
沈

土
混
量

色
物
多

灰
化
分

白
炭
鉄 土色

土
灰
色
白
灰

土
澱
澱

色
沈
沈

灰
分
分

白
鉄
鉄

-

鉄分少量沈澱灰色土

第 16号土坑第 15号土坑

土色灰入
土
混
土

色
物
色

灰
化
灰

明
炭
自

590.40m

灰色土

第17018号土坑

土
土
色
色
土

灰
灰
色

明
白
灰

硼
峰

土
暗
色
入
灰
混
澱
塊
沈
土
分
色
鉄
褐

ゆ

ヽ

σ

δ

回

　

　

、

第16図 土坑 (2)

一-32-



第19号土坑
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灰色土塊混入褐色土
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第17図 土坑 (3)
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第30号土坑
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第18図 土坑 (4)
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5 井戸

第 4検出面の中央に検出した。上部は自然礫を周囲に置き、下部には桶状の円形木組が見られた。

検出面上には拳大～小児頭大の石が、内径 1.5m、 外径 2.7mの ドーナツ状の中に巡るように配置す

るが、内側は、井戸内部へ崩れ込むように低 くなっている。北側には石も少ないようで、特に組ん

だり、配したりした様子はない。掘り方は検出面で 5.Om× 3.9mと 楕円形を呈し、下部 3.9mま で

掘り込まれていた。掘り方底部には直径 85～ 92c平 (A)の桶様の枠組が埋設されて、その上部にも

Aよ りやや大きなBがあるようだ。そしてAの下部には直径 53 cmの Cが埋設されている。これらの

枠組は桶の底板を抜いたようなものである。枠組の板は、厚さ 0.5～ 1.Ocm、 板巾 7～ 8cm長 さ 60

cm(A・ B)板厚 0.3～ 0.5cm、 長さ25 cm(C)を 測る。これらの板は、桶のようにぐるりと丸

くなり、周囲の土にへばりついているが、廻りをタガで締めたり、或いは竹釘などで止めたような

様子は観察できない。しかしAの井戸桶下部内側には拳大以上の礫がぐるりと桶を押さえるように

して巡っている。この辺は埋土も砂礫層となり(鉄分の沈澱も多い。ガヽさな空間も所々に見え湧き

水があったことを示している。さらに下部のCの井戸桶内は、粘質土を含む砂質褐色土となり下底

は砂礫質暗茶褐色土となる。なお、調査時には、全 く出水などはなかったが、内部土層から、当時

の湧水面を予想すると、鉄分沈澱のもっとも激しいレベル、Bの井戸桶下部の辺でなかったかと思

われる。土層から埋没状況を観察すると、上部は自然埋没の様子を示している。なお、遺構が深か

った為、途中重機にて削った。その為、上部から丼戸桶までの様子や、Bの井戸桶の詳細について

観察できなかったが、大きな丼戸材などは見当らなかった。

遺物では上部から内耳、土師質土器、陶器、磁器などがあるが、いずれも小片である。下部から

はやはり同種の遺物と争Jげ落ちたような丼戸桶の枠板の木片が多数、それに漆器 1点、砥石、他に

は寛永通宝が 1点井戸の最深部より出土している。尚やきものから本址の時期を求めると、17世紀

後半の陶器碗であり、その頃のものと考えたい。

6 集石

1号は第 1検出面中央東側に位置する。ここに見られる石は自然石で、その大きさは西側にある

1号礎石に使用されている石よりも、少し大きいものである。範囲は南北 7m、 東西 3mの範囲に集

中するが、石は組まれたり積まれたりはしていない。又、周囲には落込みも見当らない。

遺物には陶器が数点あ_る。出土状況も石同様のあり方である。このような状況からすると、 4号

礎石に使用したような石を平坦なこの場所へ廃棄したのであろうか。

2号は、第 4検出面井戸の南際にある。110× 70 cmの範囲に拳大以下の砕石が集まっている。こ

こも1号同様に掘り方は明瞭でないが石は重なってややうず高くなり、凹地らしきものがあった事

がわかる。なおここから東に 10溝があり、井戸際であることも考え合わせると井戸からの水の流し

場のよ・うな施設を想定できる。尚、ここからの遺物はない。
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第19図 井戸
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第 2号集石
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第20図 集石・溝
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7溝

溝は第 1検出面以下第 4検出面まで、検出面毎に、 3本、 3本、 4本、 4本の計 14本 を検出し

た。これらを概観してみると、第 1検出面の 102号は現水田区画に符合しており、小堰と思われ

る。 1号が引水の川上に当たり, 2号が払い口の上側に当たろうか。 3号は、水路が砕石でぎっし

りと埋まっている。南側の水田に使用後廃絶したものと考える。

第 2検出面の 405013号は南北に長いが、 4号礎石の南側で止まり4013号は西へも伸びてい

る。水を伴ったものかもはっきりせず、これらは一体何の為の溝であろうか。

第 3検出面では、 8号が出現する。これは南北に長く、もっとも大規模なものである。更に下面

にはこれに併行する14号があり、明瞭には分らない乍らも、浅いが広く凹地を形成していた事を見

せている。12号は下面の 10号と同位置にある。井戸用の水路であろう。

第 4検出面では、中央東側に 11号がある。これは底面のようすから見て、北から南へと水が流れ

たことを示している。 3・ 4両検出面を照合してみると、西に609号、東に 7号が位置する。こ

れは、 102号 のような,あ る時期の水田への入、排水路と考えられる。

遺物については、 4号溝から染付の皿を得ている。尚時期については、資料に乏しく言及できない

が、多数存在する事を考えると、短期間でつくり替えていったことを示している。

第 4表 溝一覧表

検出面 位  置 切  合 方  向
最大長

(m)

最大巾

(cm)

深  さ

(Cm)
断面形 備   考 遺物

1 1号礎石北側 な し 東西 舟底・皿状 水弓|き 堰か

道路際 道路下 東西 舟底 水抜 き堰か

2号礎石脇 道路 より新 東西 U字
東佃1は 止まる

石で充損

4号礎石南 5号溝 より新 南北一東西 (24.4) 舟底・U字
ゴヒ側は止まる

T字形
磁 器

4号溝東 4号溝 より旧 南北 (21.4) 舟 底 ゴL佃 ]は止 まる

中央西側 10坑より旧 東西 東側は止まる

中央東側 な し 東西 U字

中央部 南北 U字 JL側 よく分からない

中央西側 34J完 より1日 東西 7 U字 8号溝 と合流するか

1号井戸際 東西 U字

中央東側 301克 よ り 1日 南北 皿状

中央東側 6坑より旧 東西 U字
10号溝と同一のもの

か

4号溝の内側 南北一西 U字 L字形

中央部 31坑 南北 皿状
8号溝 と平行するか
北側 よく分か らない
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第 3節 遺  物

1 土器・陶磁器 (第 21図～第 27図・第 5表 )

遺構検出面 1～ 4ま での間で出土した遺物は、土師器 95点、須恵器 24点、灰釉陶器 4点、′土師

質土器 235′点、陶器 339′点、磁器 127″点、瓦および瓦質陶器 46′点、石器 1′点のほか石墨など数′点が

あり、合計は 908″点になるが主体は陶磁器である。時期的には 15世紀頃の内耳鍋が古 く、ほかに江

戸末期頃の陶磁器が多く、新 しいものでは明治以降のものも出ている。器種は内耳鍋・灯明皿・台

脚付灯明具・碗 (飯茶碗・茶碗 0天目茶碗 )・ 皿・香炉・鉢 (捏鉢・招鉢 )・ 花瓶などがあり、遺構

が寺院址 ということからみれば、案外仏具の類が少ない点が指摘される。

ここでは遺構ごとに出土遺物の記述をする。灯明皿については多量にあるので、共通項目をまと

めておきたい。灯明皿として扱ったものは陶器の皿で、そのほかに土師質土器の皿も灯明皿として

の使用が考えられるが、所見では土師質の皿がすべて灯明皿として使用されたものとは言えない面

もあるため、単に皿として扱った。次に台脚付灯明具であるが、これも灯明皿の一種ではあるが、

台脚付灯明具という名称があるので、灯明皿からはずした。

灯明皿は便宜上次のように分類し、灰釉を I、 鉄釉をⅡとし、かえりのつくものを a、 っかない

ものをbと した。共通事項は、調整は底部は糸切り底、外面は回転ヘラけずり、産地・時期につい

ては不明であるが、地元窯のものも入っていると思われる。時期は江戸時代後半ではないかとみて

いる。

なお、陶磁器については愛知県陶磁資料館の仲野泰裕氏にご教示願ったが、在地産を含めて筆者

の判断で記述したので、誤りがあれば筆者の責任である。ご教導をお願いする次第である。

礎石 1～ 5  1～ 3は周辺も含めて礎石からの出土遺物である。 1は灰釉のかかった輪はげの

皿で、付高台で、美濃大窯期のものである。 2は灯明皿で I一 aである。器高が低く胎土が軽い。

地元窯の製品ではないか。 3は軒先瓦で連珠付三巴文である。瓦は 4点取り上げたが、いずれも江

戸時代後半のものとみている。 4は礎石 4よ り出土した須恵器の大甕の頸部破片で、厚手であるが

胎土には白色・黒色の小粒を含んでいる。外面には 4cmピ ッチの大きな波状文をめぐらしている。

焼成はややあまく一般的な須恵器から比較すると柔らかな感じがする。破片全体が摩耗しているの

で、流されてきたものではないか。時期は平安以降であろう。

竪穴状遺構 1  ここからは全体の 1/6の遺物が出土している。 5は薄緑釉の香炉で 1集石から

の出土片と接合されたものである。口縁は玉縁状でやや腰がはる。瀬戸美濃の 19Cの ものかとみた

が、在地ものとも似ている。 6は土師質土器の皿であるが、黒色を呈し、厚くざらついた器面をし

ている。灯明皿として使用されたものであろう。後述の類似品とともに破片を含めると、計 10点が

ある。 7～ 9は碗で、7は天目の碗で黒色の釉が梨地状になっている。口径 9cm弱 の小振りのもの
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である。瀬戸美濃の 19Cの ものである。8は灰釉に化粧土と型紙スリ絵ゴスで梅花を描いたもので

ある。関西系の 19Cの ものである。 9は濃茶褐をした碗で、高台内にも釉をつけている。高台は低

く、小さい。産地等不明である。10は 1と 同様の輪はげの灰釉皿で削り出し高台である。見込みは

窪んでいる。瀬戸美濃の 17Cの ものである。

11～ 23は灯明皿で、11～ 13015～ 18が II一 b、 14019020が II― a、 21～ 23が I― bである。

灯明皿の図示した 16″点の計測平均値は口径・底径・器高の順に記すと、 I tt a(2点)は 10.2、 4.

25、 1.45 cm、  I― b(4′点)が 9.88、 4.03、 2.lcm、 H― a(3′点)は 9.03、 3.65、 1.2cm、 H一

bは 10。 06、 4.31、 2.04 cmで ある。参考までに土師質土器皿 (4″点)は 9。 63、 6。 03、 2.43 cm、 台

脚付灯明具 (3点 )は 5.47、 3.43、 4.7cmである。 I― aについては後出のおりにふれるとして、

I tt bで は 23は厚手である点 48と似ているが、腰から底部にかけて釉をふきとってあ り、内面に

は米粒ほどの トチン痕がついている。23024は軽いもので、24のほうが貫入が細かい。

H一 aでは 20が黒色、他は茶褐色で、14が 口径 7.2cmと 小さい。かえりには小孔をあけ、油が

皿に溜るようにしてある。20は 口縁部が欠けているので、日径はわからないが、かえりが 1.3cmと

高い。底部は切 り離したあとも調整している。H一 bでは 11が茶褐色のほかは黒色であるが、二次

焼成を受けているものがあるので、変色しているものもあると思われる。細部についてみると7点

とも相違点がある。底部まで丁寧に調整してあるものは 12013015で 、22は底部のほうが低 くなっ

ている。13は底部が小さく、21は底が厚い。12・ 15は重ね焼きの痕が残り、13は小さいトチン痕

が 3点ついている。

24～ 26は灰釉の同一の香炉 3個体分で、25はやや深いものである。24は 口径 14.6、 器高 7.Ocm

で、胴部には丸のみで幅 7mm内外に縦に削っている。底はロクロ成形後、 lcmほ どのつまんだだ

けの粘土を 3箇所に付けて、脚としている。瀬戸美濃の 18C前半までのものである。

27は灰釉の広口甕で、推定回径 29 cmあ まりに対しては器壁は 6～ 7mmと 薄い。縁は直角に折れ

て幅広 く、短い頸部は真直に下がって、以下急にすぼまる。瀬戸美濃 18C後半のものとみている。

28は染付の文字を書いた茶碗である。瀬戸美濃産とみているが、在地ものとも似ている。29は 口径

3.8cmあ まりの紅皿で、輪花状になっている。白釉である。30は焼土中から出土したもので、焼締

めの花瓶で二部分に割れて、全体の様子がよくわからないが、フラスコ状の頸の長いものとなるら

しい。厚手で堅緻な焼成であり、頸部には把手がつき、下部は輪状にロクロ引き上げ痕を強 く残 し

て文様 としている。産地・時期等不明である。

井戸  31は京焼風陶器で、内面には楼閣風山水文らしいものが描かれている。産地は肥前ほか

で、17C後半の製品である。32は 口縁に太い隆帯のめ ぐる甕である。口唇はほぼ水平であるが、僅

かに外側が高い。暗褐色の内外面はよく磨かれている。産地等は不明である。33は 四角い水滴であ

る。上面には草花文を陰刻し、部分的にゴスを塗っている。肥前のものとみられる。

土坑 1～34  34は小形の甕か壺の底部で、内面に厚 く灰釉が溜って、薄緑色を呈し、外面は高
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台内も含めて、茶褐色の釉がかか り、その上に黒色の釉が垂れている。瀬戸の 18Cの古い方に位置

づけられる。35は棟瓦である。36～ 40は土坑 6出土のもので、36は灯明皿で I― aである。口径は

10.5cmで平均的であるが、器高は 1.5cmと 低い。かえりには 5mmの油流しの孔があいている。前

出 2と くらべると胎土が灰白色で重 く、体部外面に丸味をもっている。

37～ 39は台脚付灯明具で、38039は 多少の大きさの違いはあっても、胎土・釉とも全 く同一であ

る。芯立部は筒状のものを lcm弱残して縦に三分 し、円形部を上にして杯部に接合 している。底部

は糸切 り・露胎で、中央に穴があいており、縁は面取 りをしている。台脚はいずれも短い。産地は

不明である。37は飴色かかった釉で、前 2点より小振 りである。胎土も前者より粗い。台脚の外縁

から底部が露胎である。産地は瀬戸美濃で 19Cである。

40は軒瓦で菊の文様である。十六弁の菊花文は明治 2年に皇室の紋章に制定されるまでは、自由

に使われており、特に神社には多く使われている。

41は 9土坑出土の灰釉陶器の碗で、全面が磨耗しているので、須恵器・土師器 と同様に流れこん

だものであろう。10C代のものである。42は 13土坑出土の内耳鍋で、口縁部 と腰部にヨコナデ痕

があり、体部外面には粗いヨコナデと部分的にタテナデ痕が残っている。口縁部は面取 りをしてあ

り、口縁下部内佃1に はつよい稜線がある。底は砂底で平底である。15Cの ころのものであろう。430

44は 15土坑出土のもので、43は志野皿片で灰色がつよく、高台は痕跡的に低い。瀬戸美濃の 16C

のものである。44は 織部の皿で段をもって開いている。口唇は内湾する。腰部から高台にかけては

露胎である。見込みには鉄釉の線がある。瀬戸美濃の 17Cの ものである。

45046は 28土坑出土のもので、45はほぼ直線的に開 く口縁部で、15Cこ ろのものである。46は

染付碗で草文が描かれている。口径は 10.6cmで器壁は 2～ 4mmと 薄い。産地は瀬戸美濃と思われ

るが、存地 ものとも似ている。

集石 102  47は 灰釉皿で底部中央が下がって、見込みが釉だまり状になって、重ね焼きのあ

とが残っている。登窯期のものである。48は灯明皿で I― bである。

溝 1～ 12  49は 4溝出土の染付皿である。文様は草状であるが粗い書き方でよくわからない。

産地等も不明である。

ビット  50は Pl、 51は P7(6号 柵列)出土で、50は土師質土器の皿で、一部が黒色を呈し

ている。灯明皿 としての使用が考えられる。51は 内耳鍋の耳部で、丸味をもって開 く口縁部であ

る。時期は内耳鍋を 15C頃 とみている。

検出面 1～ 4  遺構に属さず、検出面としてとりあげたものである。52～ 58は 第 1検出面出土

のものであるが、52053は第 10第 2検出面出土破片が接合 したものである。52は 京焼風陶器で、

きっちりとした削り出し高台で、高台内には『清水』の刻印がある。高台が露月台のほかは細かい貫

入の入った黄白色の釉で、外面には山水文らしいものがゴスで描かれている。産地は肥前ほかで、

17C後半のものである。53は染付の角皿で外縁には貝を描いている。産地等は不明である。54は灰
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釉がかっているが、52と まったく同じもので、高台内に『清水』の一部が刻印されている。55は飴

色釉の碗で、腰以下が露月台である。高台は直に高 く、高台内は中央が盛 り上がっている。産地は瀬

戸美濃以外である。時期は 18C末である。56は色絵の碗であったが、二次焼成のため色絵部分がぬ

けて、その痕が器面の艶のなさと、貫入の疎密で判別できる。碗は灰釉の浅目のもので淡黄白を呈

している。関西系の 19C代のものである。57は鉄釉の招鉢で目の付けかたが粗い。底部は糸切 り痕

を残し、腰部はケズリを加えている。58はオ申仏に用いる花瓶あるいはおネ申酒徳利の底部である。外

面には高台も含めて白釉がかか り、ゴスでなにか描かれている。内面にもわずかに薄空色の釉が垂

れており、内面底部は渦巻状になっている。肥前系のものであろう。

59～ 67は第 2検出面出土のもので、59は土師器の高不の脚部付け根部分で、不部の内面は内黒で

ある。古墳時代末に比定されるが、磨耗しているので流されたものであろう。60は須恵器の不蓋

で、径 14.8cmを 測るが、つまみは欠失している。天丼部は回転ヘラケズリを行っているが、胎土に

小砂粒を含むこともあって雑なつ くりになっている。 8C代のものである。61は土師質土器の皿

で、口径は 9.9cmで厚いざらついたものである。底部は糸切 りで、胎土は明褐色である。前出 6と

同様なものであるが、灯明皿としての使用痕はない。62は灰釉の見込みに印刻花文のある皿で、高

台は低 く削 り出している。高台内には重ね焼きの痕が残っている。美濃大窯の 16C代のものであ

る。63は鉄釉で草文を描いた織部の皿で、口縁は強 く立ち上がり、外面は低い削り出しの高台と二

本の稜を残している。瀬戸美濃の 17Cの ものである。64は花瓶で仏具である。全面は濃い黒褐色の

釉で,上部にはところどころに白濁の釉が斑点状に施されている。器形は口縁が広がるもので、頸

部 と胴部の間に豆粒状の粘土を一対貼 りつけている。底部は糸切 り底である。瀬戸美濃産の 18C末

のものである。65は 目の粗い招鉢で茶褐色を呈し、腰から底部は釉を拭きとっている。産地は瀬戸

であるが、時期ははっきりしない。66は 白釉の碗で回はげである。19C末のものである。67は 軒先

瓦で、連珠付三巴文である。上部は欠失している。

68～ 81は第 3検出面出土のものである。68は須恵器壺 としたが、底部の器壁が薄 く内湾する、見

慣れない器形で、内面はロクロ成形痕、外面は削り痕を残す。奈良時代以降のものである。69は土

師質土器の皿で、やや深 く碗にちかい。糸切 り底で、胎土は粗い。灯明皿としての使用は考えられ

ない。70は 内耳鍋の上部で、口径は 32:7cmである。口縁はやや丸味をもって開き、ヨコナデをし

ているが、胴部は縦になでている。口唇部は面取 りをして水平につ くられている。71は志野の皿

で、口径 12.6cm、 器高 2.6cmである。口唇端部・高台内などに鮮やかな橙色の火色をみせてお

り、厚い白釉に粗い貫入がはしっている。瀬戸美濃の 16Cの ものである。72は灰釉に緑の銅釉を散

らしたもので、口唇には赤茶色の火色がみえる。瀬戸美濃の 16Cの ものである。73は織部の皿で、

内面外側に草状の文様を黒色で描いている。高台は低い削り出しで、外面腰部には稜が残っている。

産地・時期などは前出 44と 同様である。74は 高台内に『清水』の印刻のある碗で、52・ 54と 同類

である。52と 較べ『清水』の字が少し大きいし、字体 も僅かな違いがある。75は 土瓶で注口部 とそ
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の周辺のみが残っている。胴上部には茶緑の釉がかか り、下部は露胎で煤が付着している。内面は

茶褐色の無釉である。注目部は 60° ちか くの傾 きでつき、体音るには径 5mmの子Lが 3個あいている。

産地は在地ものと思われるが特定はできない。土瓶の出土遺跡は松本市新村秋葉原遺跡・松本城二

の丸御殿跡があるが、胎土・成形など同一ではない。19C代のものである。76は しのぎ蓮弁の青磁

碗口縁部であるが、釉は厚いがしっか り付いていず、何箇所 も胎土がみえる。胎土は陶質に近 く、

柔らかい。青磁はほかに 1片 27土坑から出ている。77は 印肉入れの蓋で、ゴスで草花が描かれてい

る。縁はつよく曲げて作ってあり、内面にも縁以外は釉がかかっている。瀬戸産 と思われるが、在

地ものにも似ている。

78～ 81は第 3検出面埋立部出土のもので、78は小形の甕で、口縁部はつよく外側に曲が り、肩は

なで肩である。内外 ともにロクロ調整痕をのこす。飴色の釉・赤味のつよい胎土などから在地のも

のと思われるが、この鉄釉は一般的なものであり、胎土も合致するものがないが、近隣では松本の

浅間焼 と似たところもある。79は 仏飯器で上部を欠 く。外面には白濁した釉がかか り、脚高は低

く、内部にはねじり上がった痕が残る。仲野氏の観察では土は肥前的、成形は瀬戸的であるとのこ

とである。80081は瓦質陶器で、甕・捏鉢である。80は 口唇が肥厚して水平になっており、その下

部に二本の大いくびれをめ ぐらしている。胴部は 5mmあ まりと薄い。断面は中心が黒色、内外面は

灰白色の三層からなるが、器壁の薄いところでは灰白色一層になっている。81は丸味を帯びた口唇

で、口縁には 3mm幅の沈線がめ ぐる。内面にはロクロ調整痕が残る。

82～ 84は第 4検出面出土のもので、82は鉄釉の碗で、見込みに円形の調整痕が段をなして残って

いる。高台内はゆがんで削られており、高さも一様ではない。釉も黒褐色と茶褐色とが斑になって

おり、梨地状の斑点がつ く。産地は瀬戸美濃以外のものである。
・
83は小形の壺で蓋物である。淡黄

白の釉がかかっている。関西系の 19C代のものである。84は無釉陶器の口縁が直に立つ甕で、内面

口縁に印刻花文がある。胎土はスが入っている。

参考文献
田口昭二 考古学ライブラリー17 『美濃焼』 ニュー・サイエンス社 昭和58年
大橋康二 考古学ライブラリー55 『肥前陶磁』 ニュー・サイエンス社 平成元年
旧芝離宮庭園調査団 『旧芝離宮庭園』 1988
仲野泰裕「江戸時代の瀬戸窯と京焼風陶器」『愛知県陶磁資料館研究紀要6』 愛知県陶磁資料館 昭和62年
松本市教育委員会『松本城二の丸御殿跡発掘調査・史跡公園整備』松本市教育委員会 1985
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2 鉄器・鋼製品

多数の金属製品を得ているが、ボル ト、鉄線、鉄板などの近代遺物も多く、図化に値するものは

以下の資料だけであった。

鉄製品には、釘 13、 刀子 1、 不明品 2の計 16′点、銅製品では、煙管 2、 毛抜き 1、 不明品 3の計

6点、他に銭が 16点である。

釘は、出土遺物の主体をなし、図化 したもの以外にも多数認められたが、頭部形状の不明なもの

が多く、10を 除いてこれらを割愛した。これらは、長さ 5分から3寸、あるいはそれ以上 と思われ

る。頭部は、すべて長方形の皿を付 したものであり、装飾性を考慮したものであろう。

刀子は、両関造り、棟部平造りのもので、茎部が、刃部長に対してやや短かい。一部木質が残存

しており、刀子を入れものに収納したままであることが分かる。なお、これ以外、刀子と思われる

製品は出土していない。

15～ 19は 、銅製品である。毛抜きは、15が 1点である。

煙管 2点は、一方が吸口部、一方が雁首部のみの出土であった。16の吸口部は、肩部を明瞭にも

つが狭義の吸口部と製作工程を分けていない。17の火皿を欠く雁日は、「河骨形」を保つ脂返しを有

するが、既に肩部との差は明瞭でない。他に、火皿から脂返しにかけての破片が井戸よリー′点出土

しているが、これも「河骨形」であった。なお、補強帯は消失している。

18、 19は 、同箔品と考えられる。家具につけられた飾り金具であろうか、上下には留め具の為の

小穴も見える。なお、粉々になっている為図化できなかったが、他にもう1点が同一遺構から出土

している。

用途不明の鉄製品 2点は、ともに大形品である。これら以外に大形の鉄製品は含まれていない。

20は、両端を欠損する断面三角形の製品である。わずかに湾曲しているのが分かる。21は途中を折

損する板状の製品だが、あるいは右端をも欠損するのかもしれない。一方の側縁に向かって徐々に

肉薄となるが、特に刃付けされた痕跡はない。また一部に木質を残すものの、木目が不揃いである

ため、原位置を保つものではなかろう。外見では、ナタと鎌のようにも見えるのだが,細部に至っ

ては違いがある。

銭は、合計 19点が出土している。すべて銅銭である。これらは寛永通宝を主とし、他に元祐通宝

があるらしい。また状態の悪い 3点は、銭種不明であった。このうち竪穴状遺構からは 14′点を得て

いる。すべて火熱を受けており、錆化と破損が激しいものである。寛永通宝も、詳しく見ると幾種

類も分類できそうであるが、さきに述べたような訳で詳しくは観察できない。ただ、37は 、細字で

背に「元」大阪で鋳造されたものである。
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第 6表 鉄器一覧表
No。 旋彗 男U 出土遺構 長  さ 幅 厚  さ 重  量 備 考

釘 竪穴状遺構 (3.8) 0.5 (2.0) 脚部先端欠失

2.2 完形

(3.2) 0.4 (1.0)

27号土坑 完形

竪穴状遺構 0.5 完形

(4。 つ (2.9) 脚部先端欠失

(5。 3) 0.5 (2.8)

(5.0) (3.3)

27号土坑 (4.9) 0.7 (7.つ 脚部先端欠失

5号礎石 (6.1) (8.6) 脚部先端欠失 頭部形状不明
27号土坑 (5。 3) (8.0) 脚部中央以下欠失

5号礎石 (7.3) (8.8) 脚部中央以下欠失

(7.1) (11.9)

刀子 15号土坑 (9.0) (14。 1) 切先欠失、本質部付着

毛抜 き 1号礎石 完形 青銅製品
煙 管 27号土坑 (9.6) (1.4) (0.1) (16。劾 吸回のみ 青銅製品
煙 管 30号土坑 (7.4) (1.0) (0.05) (4.3) 火皿欠く雁首のみ 青銅製品

不  明 竪穴状遺構 (3.9) 3.4 0.05 (1.7) 一端欠失 青鋼製品

(2.5) 、(2.2) 0.05 (0.7) 三方欠失

27号土坑 (10.8) (4.0) (1.0) (96。 つ 両端欠失

15号土坑 (20.8) (73.0 一部切損 一部木質付着
5号礎石 青銅製品

1号礎石 寛永通宝 1点
24^-34 竪穴状遺構 寛永通宝 9点 元祐通宝 1点 元○○○ ?1点 不明 3点

35-37 1号土坑 寛永通宝 3点
38 井戸 寛永通宝  1点

為

0 Scm

第29図 銭拓影
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3 石器・木器

石器には臼、凹石、砥石がある。臼は粉挽き用と茶挽き用のものがあり、共に下自である。前者

は完形で、芯棒孔は貫通している。す り合わせ面及び外縁、底面は磨耗している。使用頻度の高さ

を示しており、斜行する溝により成形が行なわれていたことがわかる。後者の茶臼は半分程を欠す

る。磨耗 した周囲からは、本来の受け皿が欠け更に周囲を欠いて使用したものと思われる。なお、

す り合わせ面の様子は全 く観察できない。凹石は凹部が片面の 3、 両面の 4である。 5は周囲に何

の痕跡もない安山岩製の丸い石である。砥石は 6がある。片端を欠するが、断面を見ると、一面の

み、よく使用されている。また他の三面は、原材から採取する際の切断面が小さなノコギリのよう

な階段状の痕跡を残している。

木器としては 2′点ある。7は直径 13 cm程の幼材である。周囲には樹皮も見え、人為的な痕跡は見

当らず、本の枝かもしれない。 8は両端に切断面が見えている。中央部はゆるくえぐられ、裏面に

は樹皮も付着している。表面は加工してあるようである。用途は分らない。

又、井戸内より出土した漆製品は1点のようである。木質部は一部炭化して、黒色と赤色の漆の

みがあざやかに残っている。器の内・外面を塗り分けていると思われるが、器種までは分らない。

尚、井戸下部に埋設された井戸桶はA・ BOCいずれも針葉樹である。水に強く、折れにくいとい

う点でヒノキよリサワラと考えた方が妥当であろう。

第 7表 石器・木器一覧表

種 別 出土地
寸法 (cm)

石質 備  考
長 さ 巾 厚 さ 重量(g)

粉挽 き臼 第 3検出面 7.7 6,850 安山岩 ふくみ3.5cm、 芯棒孔2.8× 3.3cm

茶 臼 第 2号礎石 (36.5) (13.1) 5,500 すり合わせ面直径20.Ocm

凹  石 第15号土坑 13.7 1,990 花同岩

第 3検出面 11.0 650 砂岩

丸 石 10.5 930 安山岩

砥 石 第 1号井戸 (6.6) (3.1) 凝灰岩 切断痕明瞭

不  明 (20。 7) 木の枝か

羽根状のもの
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第 4章 神宮寺について
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2 神宮寺周辺

神宮寺と呼ばれる寺は平安時代の本地垂述説 (仏が仮に神の姿をして現れ、民を救う)に基づい

て由緒ある神社に建てられ、神社を監督する立場にあった。この地方で神宮寺があるのは浅間の御

射神社、筑摩神社 (こ の神宮寺は後に安養寺となる)、 小野神社、麻績村の神明宮、四賀村の神明宮

と、島立の沙田神社である。今でも残っているのは、御射神社と四賀村の神明宮のみである。今回

発掘調査した逢島山普明院神宮寺は、延喜式内社である沙田神社のすぐ北隣りに別当寺として存在

していた。御柱行事の際には神主は馬に乗り、住職は駕籠に乗って出歩いていたと言われており、

神主より住職の方が格が上であったことを窺わせている。この神宮寺についての、創建当時から、

明治の廃仏毀釈で消滅するまでのことはほとんどわかっていない。以下、僅かに残る神宮寺の足跡

をたどってみたい。古い伝承では神林の福応寺出身の法燈国師が神宮寺で修業をした(註 1)と 言われ

ているが、詳細にはわからない。

神宮寺のほとんどは天台宗か真言宗である場合が多い。普明院は、長谷寺 (奈良県)の末寺と言

われ、寺の境内の入り回のところに光明真言の石碑が建っていることから、真言宗の寺であると推

定される。この神宮寺の末寺と言われているのは、大庭の惣輪寺、永田の法性院である。惣輪寺は

弘法大師信仰の寺であり、法性院は神宮寺の隠居寺と言われている。江戸時代、神宮寺の住職は永

田地区の庄屋であった二村氏から養子にきており、ゆえに法性院との結びつきは強く、神宮寺住職

の位牌が納めてあったり、廃仏毀釈の折には、神宮寺の御本尊が法性院へ移されたと言われている。

一方寿瀬黒の王徳寺へも神宮寺の御本尊が移っていったというようないい伝えが残っている。法性

院には鎌倉時代の不動明王像と江戸時代初期の厨子が残されており、神宮寺のものが移ったとも言

われているが、その場合創建時期はいつになるのであろうか。

堀米地区の新田の共同墓地には神宮寺という地名が残っている。ここの供養塔には「大阿閣梨権

大イ曽都法印秀侍大和尚の位」と神宮寺住職の名が記されている。ここに神宮寺の末堂があったとも

言われている。

これらのことから江戸時代から明治時代の廃仏毀釈にかけての神宮寺の姿が僅かに窺える。

三の宮の小字名を見てみると、「寺跡」、「寺ノ北」、などがみられ、さらには「宮畑」が何力所か

見られる。慶安五年の検地帳によると神宮寺は一町歩の免租地をもっており、沙田神社にしても相

当の社領をもっていることから、かなりの勢力があったことが推定できる。

註

法燈円明国師は名を覚心、号を心地と言い、筑摩郡神林郷に承元元年 (1207)に生まれた。

地頭であったといわれる。15歳で出家し、東大寺、高野山、鎌倉と修業を重ね、建長元年
無門の教えに影響を受けた。また、日本に未醤の醸造法を伝えたことでも有名である。

参考文献

島立公民館  『島立乃生立』 一志茂樹先生述  (昭和 43年 )

父は常澄和泉兼久と言い、神林郷の

(1249)に は入宗した。抗州護国寺の

-61-



第32図 昭和59年島立 (史跡等)略図

―- 62 -二



ヽ

V
●
・ ● ● ●

:匡

島,Jロ

ヨロ

ロ ロ

ロ ロ

|

冒~3 1呂 ロ

寺

ノ
北

lca●

|| :°

●

ロ

上

/Jヽ

学
校::

`□

久保 県
道
計

繁‖

■玉

本
線

門
田

≫ 一Ｉ

青ヽ

宮

ロ
ェ
尋
ノ
下

一
匡
　
‐
口

‐匡

第33図 周辺小字名

―- 63 -―



第 5章 調査のまとめ

今回の調査地は沙田神社の北、「寺跡」という小字名で神宮寺があったとされる所を中心に「宮ノ

下」にかけての一帯である。この「寺跡」は東西 55m、 南北 45m程の広さである。調査範囲は、南

北 60～ 65m、 東西 25m前後と狭い場所であり、検出面を4回設定し実施した。その実質調査面積

は、5,938m2でぁる。

神宮寺は古文書資料を見ても分かるように、江戸時代中期以降は一町歩を越える田畑を所有して

いたとされるが、明治 3年に始まる松本藩の廃仏毀釈により、寺は跡形もなくなってその一部に元

住職の住宅を残すのみである。明治 6年の絵図 (図版 15)を みると山門と2つの建物が建っていた

ことが分かるは 1)。 今回の調査で出現した遺構は場所から見ても、積極的に神宮寺関連の遺構と考

えてみて良いであろう。絵図に見られる施設と照らし合わせると、 1号礎石には南向きに 2層式の

建物があり、その下から出現した 4号礎石は、それより大きな前段階の建物と思われる。 2号礎石

には山門があった。この山門までは、沙田神社の本殿前から北へ進入する参道が現在の農道下にそ

のまま残っていた。又、絵図に見られる4号礎石の西側の建物は、金堂らしい。更にその西には、

庫裡のような住宅が見えているが、これらは用地外である。井戸は絵図には載っていないが、仏前

に供えた浄水用の井戸と考える。検出面も下部の為、この井戸は廃寺迄は使用していなかったもの

であろう。北側斜面の竪穴状遺構は廃仏毀釈の際に堂などの建物、道具類などを焼いた場所である。

瓦を出土した 1号土坑や雑多なものが多い 27号土坑もこのような投棄坑である。又、第 2、 第 3検

出面に見られた不明瞭な埋立部は、堂宇建立に関するものか、或いは明治になっての博明学校に関

する工事の跡であろう。尚北埋立部は、此頃畑地に行なった埋立である。礎石下に長く凹む 8溝、

14溝は何であろうか。柵列の多くがこの溝に対して平行に並んでいる。

遺物についてみると、灯明皿、碗などを主体として仏飯器などもみえているが、密教につきもの

の多種類の法具類が見当らない。これは,廃仏毀釈の際にもち去られたか、或いは他の関連寺院な

どに流れているのではなかろうか。遺物は、時期的に見ると16～ 17世紀に一つの盛期が見られ、次

いで 19世紀代のものが続く。後者は、廃寺となった時、前者は創建された時期と考えたいが如何で

あろう。また昨年まで神社南、西側の調査で普遍的に見られた古代の遺物はここではほとんど見ら

れず、延喜式内社と云われる神社の周囲でもその場所により開発の時期に大きな隔たりがあること

を示している。

註 1 絵図では寺の建物の上に紙を貼り、既に消失したことを示している。
参考文献

松本市教育委員会  「松本市新村秋葉原遺跡」 (1983)
〃  ́  「松本市島立三の宮遺跡Ⅲ」 (1989)

東筑、松本、塩尻市郷土資料編纂会  「東筑摩郡、松本市、塩尻市誌」第 2巻歴史下 (昭和 43)
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調査地 (北 より)

作業開始

調査地  (南 より)

第 1検出面  (南 より)

第 1図版 調査地及び作業風景
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第 4検出面 (北 より) 発掘風景  (南より)



第 1号礎石 (東 より) 同 (南 より)

同

第 2図版 第 1号礎石
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同出土銭



第 1号礎石

西列

(1し より)

同

Jヒ夢J

(東より)

第 3図版 第 1号礎石

一- 69 -―



第 2号礎石 (南より)

第 2号礎石

第 4号礎石 (東 より)

第 4号礎石

第 4図版 第 2

第 5号礎石
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5号礎石

第 5号礎石



第 1号掘立 (南 より)

第 2号柵列 (南より)

第 1号掘立 P19

第 2号掘立 (南 より)

第 5図版 掘立 0柵列
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竪穴状遺構 竪穴状遺構内溝

同遺物出土状況

同遺物出土状況

第 6図版 竪穴状遺構
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同遺物出土状況



第 1号土坑

第 9号土坑

第 5号土坑

第 607号土坑

第 7図版 土坑 0ピ ッ ト
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第 10号土坑



第15号土坑

第30号土坑

第27号土坑 礫状況

第28029号土坑

第 8図版 土坑・井戸
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井戸 (検出面) 井戸 (下部井戸桶)



井戸桶 A

同 断面

井戸 (掘 り方 )

井戸桶全容

井戸桶 AOC

第 9図版 井戸
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第 1号集石 第 1号集石半分割

第 2号集石 第 3号溝断面

第 5・ 4013号

溝 (右 より)

第 7号溝

(2溝下部)

第 10図版 集石・溝
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第11図版 出土陶磁器 (1)
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40。 41。 42

43。 44。 46

52。 55。 56

54。 57。 58

4。 62。 59

66。 64。 60

第 12図版 出土陶磁器 (2)
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第13図版 出土陶磁器 (3)
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第 14図版  出土鉄器
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